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研究の方法
本研究は、過去から現在にわたる小学校の学習指導要領とそれに付随する指導書や解説書を分





Ⅲ.読譜 指 導 の 変 遷
1  1947 (日召禾口22)年  (言式雰護)34
この学習指導要領 (試案)は、「命令でt)規則でt)なく 一つの手引き」であるとして、教育基本
法を基に、その目的に達するための具体的な目標 として社会状態に応 じた形で細かく考えだされ









ている。聴唱や視唱では、第 1学年において (第1学年では聴唱のみであるが)、 既にハ長調、 ト
長調、へ長調、二長調、変口長調の各種の調が取 り扱われ、第3学年までにはこれノを主なt)のと
し、その後、これに短調を含む他の調へと漸次拡大 していく。同様に、楽譜に関する理解事項 t)






2  1951 (日召禾口26)年  (言式房調)56
昭和26年の学習指導要領では、全体の主な内容として、「教育の 一般 目標」「教育課程」「学校に
おける指導計画」「教育課程の評価」「学習指導方と評価」の5つの事項が取 り扱われている。


















音楽科においては、読譜および記譜の能力育成に関する項 目が、6つの項 目で記 された各学年
の目標の うちの 1つに、学年ごとに段階を追って記 されている。指導内容を見てみると、絵譜を
使った指導から始まり、第3学年より五線の楽譜 と向き合つての学習に入る。第5学年になると、
創作においても、聴音書き取 りや、作った旋律の記譜などの活動が取 り入れ られる。第 5学年で
は形式に関する理解も加わ り、即興的な創作に加えて、一部形式の旋律を作って書 くとい う活動








なったものである。 ここで初めて用いられるようになった 「音楽性」とい う言葉の持つ意味につ
いては、「音楽的感覚を基盤 とした鑑賞、表現、理解など音楽的諸能力の総称」であるとされてい








































「音楽性の基礎を培 う」とともに、「児童に音楽活動の喜びを得 させること」力｀基本方針 として掲
げられている。また、これによる改善にあたつて示された観点の一つに、「学校や児童の実態に応
じた弾力的な指導を進めることにより、個性を生かす教育の充実を図るようにする」とい うく)の
がある。この方針 と、「学校や児童の実態に応 じた指導が効果的に行われるように」とい うねらい
に基づき、各学年の日標が2学年ずつまとめて示されるようになった点が、この改訂の特徴の一
つである。内容についても、指導事項の整理・区分が行われた。領域は前回のままの2領域であ




ている。知的理解の事項についてはあまり変化が見られないが、少 しずつ取 り扱 う時期が変化 し、
また前回なかったものも一つ加えられている (アクセン トのみ)。 聴唱や視唱において取 り扱 う調
は前回と変わっていない。倉J作の活動において、記譜について簡単に触れ られてはいるが、具体
的な記譜の指導は扱われていない。第6学年の内容において、「グループで共通のイメージをもつ




























内容についても、現行のまま 「表現」及び 「鑑賞」の2領域で構成 されているが、ここに 〔共通
事項〕が新たに設けられている.これは表現及び鑑賞の各活動の中で扱 うものであり、「音色、リ
ズム、速度など音楽を特徴付けている要素や、反復、問いと答えなどの音楽の仕組みを聴き取 り、
それ らの働きが生み出すよさや面白さ、美しさを感 じ取ること」また 「音符、休符、記号や音楽
にかかわる用語を、音楽活動を通 して理解すること」を示 している。読譜指導に関する内容の取
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扱いは、この 〔共通事項〕の中に 「音符、休符、記号や音楽にかかわる用語」として記されてお
り、その種類は現行より6項目増えている。また、これ らの取扱いの配当学年は示されておらず、
























































































































Ⅳ.読譜 指 導 が 抱 え る今 後 の 課 題
終章では、現在 と今後の読譜指導が抱える課題について、著者の考察を述べたい。
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気遣った配慮により、結果 として児童の内面から湧き起こるものに蓋をしてしまっているからで








に即応 し、感覚的にとらえる方法から始まり、徐々にそれを概念的理解に変えて行 くとい う、児
童にとっての抵抗を少なくした方法がとられている。 この通 りの指導が6年間にわたつて行われ
れば、最終的には、あらゆる調の旋律を独力で読み、歌唱や演奏をすることが可能 となり、また、
自分で旋律を作 り、これを書き留めることも可能 となる。 これは、児童にとつて音楽経験の喜び
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